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父・娘
高　 橋　芳　男 さん(51)

2女 富美子さん( 22 )
藤田字画48マルゼン履物店)

｢お客様にはいい品 初をできるだけ安く ，

そして気持良く遭んでもらえるよう 努めてい

ま１ 亠マルゼン履物店は昭和21 年に開業 ，現

在のご 主人芳男さんは ２代目である。 ―囗に

はき物とｓ つても多種多様 。流行とお客様の

好みに合わせた幅広い爲要にこ たえていかな

ければならない。運動ぐつだけ でも50 種類

長ぐつは300 種類もあるという。

富美子さんは家業を手伝って３年。仕事の

コツものみこ み，翰もしい限りの３代目で而

る。



九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間

は
「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。

お
年
寄
り
は
。
こ

れ
ま
で
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

さ
て

、
町
で
は
「
敬
老
の
日
」
に
町
を
あ
げ
て
の
敬
老
会
を
催

し
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

老
後
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
と
は
Ｉ

。

こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
考
え
ま
し

よ
う
。

一
人
暮
ら
し
が
3
1人

わ
が
町
に
は
。
敬
老
会
に
招
待
し
た

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
九
百
九
十

七
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
う
ら
八
十

歳
以
上
は
二
百
三
十
人
で
、
十
五
年
前

の
百
十
二
人
と
比
ぺ
る
と
、
長
寿
書
は

二
倍
以
上
に
増
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
反
而
、
一
人
暮
ら
し
の
老
人
も

増
え
て
お
り
。
町
内
で
は
三
十
一
人
が

さ
び
し
い
老
険
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
々
に
は
民
生
委
員
が
時
々
様
子

を
兇
た
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問

し
て
お
世
話
を
し
。
話
し
相
手
に
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

老
汝
の
し
あ
わ
せ
と
は
Ｉ

。
み
ん

な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
老
巉
と
は
Ｉ

‐

。
か
け
足
で
や
っ
て
く
る
高
齢
化
社

会
を
前
に
、
お
年
寄
り
の
福
祉
を
遭
め

生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
蓁
い
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

町
の
老
人
福
祉
対
策

一
人
暮
し
、
寝
た
き
り
お
年
寄
り

の
た
め
に

〔
老
人
家
庭
奉
仕
鰄
の
派

遣
〕

一
人
暮
し
．
寝
た
き
り
な
ど
で
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
お
年
寄
り
を
お
世

話
す
る
た
め
に
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
）
が
定
期
的
に
訪
問
し
て
、

そ
う
じ
、
洗
た
く
、
買
物
な
ど
を
し
た

り
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

〔
持
殊
寝
台
の
貸
し
出
し
〕

長
期
間
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
い

る
家
庭
に
対
し
。
特
殊
寝
台
（

ギ
ャ
ジ

ベ
ッ
ト
）
を
無
料
で
貨
し
出
し
て
お
り

ま
す
。

〔
兄
舞
金
の
支
給

〕

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に
年
額
八
千

円

。
一
人
暮
し
の
お
年
寄
り
に
年
額
五

千
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
は
す
。

た
さ
レ
’

福
祉
施
ａ

人
所
者

は
除
か
れ

ま
す
。

老
人
医
療
費
の
助
成

七
卜
歳
以
上
の
お
年
寄
り

全
員
の
医

療
費
を
助
碇
し
ま
す
。
ま
た
、
六
十
五

歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
寝
た
き
り
の

方
の
医
瞭
費
を
助
碇
し
ま
す
。
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
方
で
医
療
費
の
助
成
を
受
け

ら
れ
ず
に
白
内
障
の
手
術
を
す
る
場
合

は
、
手
術
費
や
手
術
後
の
眼
鏡
代
な
ど

を
助
成
し
ま
す
。

老
人
の
健
康
診
査

六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
の
健
康

保
持
と
病
気
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、

晦
年
健

康
診
査
を
無
科
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
と
し
も
卜
月
初
旬
。
最
寄
り

の
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
て

い
た
だ

く
よ
う
肝
画
し
て
い
ま
す
。
該
当
者
に

は
後
日
通
知
を
さ
し
上

げ
ま
す
。

ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

8
5歳
以
上

の
方
（

敏
称

略
）

〔
女
〕

佐

藤

ア

キ
（
西
大
技
）
9
5歳

阿

部

チ
　
カ
（
藤

田
）
9
4皮

吉

田

サ
　
ン
（
大
木
戸
）
9
2政

阿

部

は

き
（
藤

田
）
9
1皮

岩

城

サ

ト
（
川

内
）
9
1歳

佐

膝

サ
　
タ
（
徳

江
）
9
1政

寺

鳥

ト
　
ミ
（
藤

剛
）
9
1歳

大

波
　
ツ
　
ル
（
徳

江
）
9
1歳

佐

藤

ト
　
ヨ
（
石
毋
田
）
9
1震

鈴

木
　
ス
　
イ
（
藤

田
）
9
1歳

古

閧
　
ク
　
ニ

ー

田
）
9
1震

逕

田
　
セ
　
ン
（
徳

江
）
9
1歳

阿

部
　
ノ
　
ブ
（
大
木
戸
）
叩
歳

村

上

や

う
（
大
木
戸
）
9
0歳

渡

辺

チ
　
ヨ
｛
小

坂
｝
叩
歳

五
十
嵐

タ
　
カ
（
藤

田
）
9
0震

松

田

テ
　
ン
（
貝

田
）
8
9震

樋

ロ
　
フ
　
ジ
（
藤

田
）
8
8震

渋

谷

ヒ
　
デ
｛
光
明
寺
｝
肪
歳

斎

藤

ウ
　
ン
（
石
母
田
）
8
8震

洩

野

タ
　
ヨ
｛
大
木
戸
｝
8
8破

斎

藤

セ
　
ン
（
徳

江
）
8
8震

小

鳥

フ
　
ヨ
（
堀
肝
目
）
8
7歳

石

川

り

う
（
藤

田
）
8
7政

長
谷
川
　
（

ツ
ヨ
（
高

城
）
8
7政

高

原

タ
　
ツ
（
鳥

取
）
8
6歳

八

卷

セ
　
ン
（
億

江
）
8
6政

須

田
　
ユ
　
ン
（
藤

田
）
弱
震

大

野
　
コ
　
ト
｛
藤

田
｝
8
6歳

佐

藤

リ

ウ
（
西
大
枝
）
8
6震

佐

野

タ
ケ
ヨ
（
徳

江
）
8
6震

明
治

牟

岨

で
朗

義

を

賢

け

る
お

年

寄

り

老後に
老人福祉



生きがいのある

みんなで考えよう

あなた100まで

長寿のご夫婦　鴨田惣太郎・サキさん

内谷西部活の鶴田惣太郎・サキさんご夫婦はそろって元鼠に

敬老の日を油えます．

鑾ｔ 郎さんは 現在剛 餓．またサキさんは85 廐 で夫Ｓとし ては

国見町愚年長麕．結婚60年を祝うダイヤモンド 婚式も６年前に

すでに鍵え まし た．

長生きの秘けつは 「くよく よしないで夫婦なかよ＜●ら羣こ

と亠惣太郎さんは巷い頃から部落最などの役圃を纒てきただけ

に記憶力がよ＜ ．新聞などもよく 観み．肌もツヤツヤ．とても91

繼の高齢には見え ません．

し かし ．決し て丈夫な屶ではな＜．病気で死にそう になった

ことも ２度あったと か．「だから.50 戴過ぎてからは 憲瑁し な

いよう 体に気をつけてきた」ということです．

また．サキさ んも昨年は具合が魎＜て入院し まし たがこの頃

はずっと元気になり ました．渥かい家族に翻まれてこ の上もな

い舉せなお２人． ますますのご 皿層をお祈りし ます．

敬
老
会
の
実
施

敏
老
会
は
、
お
年
寄
り
の
長
寿
を
祝

福
す

る
た
め
に
毎
年
九
月
十
五
日
、
町

体
宵
鑢
で
開
催

。
一
日
を
楽
し
く
過
ご

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
敬
老
会

の
席
上
、
八
十
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
紀

念
品
（
座
布
団

）
を
お
贈
り
し
て
お
祝

い
を
し
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
金
の
支
給

町
で
は
毎
年
九
月
、
満
八
十
歳
以
上

の
方
に
敏
老
祝
金
五
千
円
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
八
十
五
歳
以
上
の
方

に
は
県
か
ら
も
敬
老
祝
金
五
千
円
が
贈

ら
れ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

お
年
寄
り
が
老
接
の
生
活
を
有
憲
義

に
過

ご
す
た
め
、
地
城
ご
と
に
老
人

ク

ラ
ブ
を
結
成
し
て

い
ま
す
。
町
内

に
は

十
ニ

ク
ラ
ブ
ハ
百
二
十
六
名
の
方

が
加

入
し
。
会
員
の
教
養
向
上
の
た
め
研

修

会
を
開
い
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
９
ン

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
町
文
化
祭
で
は
毎
年
老
人

ク

ラ
ブ
の
作
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
す
。

老
人

ホ
ー
ム

六
十
五
歳
以
上
の
身
寄
り
の
な

い
お

年
寄
り
や
、
い
ろ

い
ろ
な
事
情
に
よ
っ

て
養
阻
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
お

年
寄
り
の
た
め
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
桑
新
緑
風
圜
、

福
鳥
悪
風
圍
、
川
俣
光
風
圍
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
身
体
に
著
し
い
欠
陥

が
あ

る
た
め
常
時
介
護
を

必
要
と
し
、
し
か

も
自
宅
で
は
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
で

き
な
い
老
人
の
た
め
に
特
別
費
謾
老
人

ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
飯
坂

特
別

費
護
老
人
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

後

藤

ミ
ト
セ
（
徳

江
）
8
6歳

村

上
　
い
　
ち
（
大
木
戸
）
8
6政

谷

津

イ

シ
（
大
木
一
尸
）
8
6歳

吉

田

イ
　
セ
（
山

崎
）
8
6歳

佐

藤
　
レ
　
ン
（
西
大
枝
）
8
6政

鴨

田

サ

キ
（
内

谷
）
8
5歳

佐

藤
　
ヨ
　
テ
（
石
毋
思
8
5
歳

早

田
　

冨
　
（
小

坂
）
8
5歳

阿

部

タ
マ
ノ
（
藤

田
）
8
5歳

吉

田

キ
ョ
ノ
（
藤

Ｓ
）
8
5歳

斎

藤
　
ツ

ネ
（
藤

田
）
8
5歳

高

梨

ト
　
ヨ
（
塚
野
目
）
8
5磯

野

村

モ
　
ツ
（
板

橋
）
8
5歳

熊

坂

ヤ

イ
（
小

坂
）
8
5歳

｛
男
｝

斎

藤

長
三
郎
（
森

山
）
1
0
1
歳

岡

田

忠
次
郎
（
貝

田
）
9
2歳

松

浦

金

助
（
大
木
戸
）
9
2政

鴨

田

惣
太
郎
（
内

谷
）
9
1政

阿

部

勇
之
丞
（
貝

田
）
9
1政

吉

田
伊
勢
次
郎
（
森

山
）
9
0歳

佐

藤

岩

古
（
西
大
枝
）
8
9歳

搆

水

友

窗
（
小

坂
）
8
9破

鈴

木

靭

泊
（
川

内
）
8
8歳

大

沼

慶
　
一
（
貝

田
）
8
8皮

松

浦

吉

次
（
石
毋
田
）
8
8政

高

橋

松

吉
（
山

崎
）
鬩
歳

山

口

松

吉
（
貝

田
）
肪
政

佐

藤

由

助
（
高

城
）
8
6歳

吉

田

民

蔵
（
山

崎
）
8
6歳

遠

藤

庄

治
（
森

山
）
8
6皮

加

蕀

萬

拙
（
光
明
寺
）
8
6歳

安

田

平

吉
（
高

城
）
鉐
歳

佐

蘰

繁

三
（
只

田
）
8
6歳

佐

藤

幸

太
（
徳

江
）
8
5歳

小
」
紫

勝

治
（
藤

田
）
8
5政

松

浦
　
一
　
次
（
森

山
）
8
5歳

松

滴

喜
一
郎
（
大
木
戸
）
8
5歳



十

月

七

日

は

衆
議
院
議
員
総
選
挙
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日

藤
田
投
票
所
は

藤
藤
小
体
育
館
に

十
月
七
日
（
日
）
は
衆
議
院
議
員
総

選
挙
と
最
商
裁
判
所
裁
判
官
圃
民
審
査

の
投
桑
日
で
す
。

投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
陳
六
時
ま
で

投
票
で
き
る
人

・
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
日
ま
で
生
ま

れ
た
者

・
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
ま
で
転
入

届
を
し
た
者

不
在
者
投
蔡

投
祟
日

に
ど
う
し
て
も
不
在

に
な
る

方
は
前
も
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
不

在
者
投
票
は
九
月

十
七
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
の
聞
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
、

役
場
内
選
挙
管
理
委
員
会

で
受
け
付
け

て

い
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
客
者
手
帳
、

職
傷
病
宙
手
帳
を
も
ち
、
重
度
の
陣
害

の
あ
る
方
は
自
宅
か
ら
郵
便
で
投
票
が

で

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
選
掌
管
堙
委

員
会

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
月
七
日
に
行
わ
れ
る
衆
膿
院
議
貝

選
挙
の
藤
田
毅
票
所
が
、
郁
合
に
よ
り

蒔
田
小
体
育
館
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
．

今
ま
で
藤
田
投
票
所
は
町
体
宵
館
と

し
て
い
ま
し
た
が
．
こ
の
選
挙
期
日
決

定
の
か
な
り
前
に
ア
ー
ツ
イ
ン
国
見

演

刷
公
演
の
た
め
に
貸
出
し
し
て
お
り
．

そ
の
凖
庸
が
す
べ
て
完
了
、
変
更
は
無

理
と
の
こ
と
か
ら
藤
田
小
体
育
館
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
．

藤
田
地
区
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

地
震
が
起
こ
る
の
を
前
も
っ
て

知
る
こ
と
が
で

き
た
ら
…
…

’」
れ

は
、
地
震
Ｓ
日
本
に
佳
む
わ
た
し

た
ち
の
長
い
間
の
夢
で

し
た
。

と
こ
ろ
で

、
そ
の
夢
が
現
央
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

す
。

地
震
は
、
地
球
を
お
お
っ
て
い

る
岩
石
の
大
規
模
な
破

墳
現
象
で
す
が
、
岩
石

は
い
さ
な
り
こ
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
小

さ
な
破
壌
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
大
規
哄
な

地
震
が
発
生
す
る
時
に

は
、
小
さ
な
地
震
が
数

多
く
起
こ
っ
た
り
、
地

骰
の
変
助
が
見
ら
れ
る

な
ど
、
大
な
り
小
な
り

い
く
つ
か
の
前
兆
現
匁

が
生
。し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
前
兆
現
象

を
観
測
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
『
い
つ
』
、
「
ど

こ
で
」
、

。
ど
の
く
ら
い
の
規
橈

』
の
地
震

が
発
生
す
る
か
と
い
う

、
地
震
の

三
要
素

″
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ

の
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
が

、
地
震
の
早
期
発
見

ｌ

地
震
予
知
で

す
。

こ
の
た
め
、
国

は
．
東
海
地
鱸

を

は
．し
め
と
し
全
国
的
に
地
震
予

知
の
観
測
・
研
究
を
実
縮
す
る
な

ど
予
知
技
術
の
向
上
に
努
め
て
き

ま
し
た
．
こ
の
紬
果
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
８
程
度
の
大
規
模
な
地
震

に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
予
知
で

き
る

ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
震
予

知
枝
術
の
向
上
を
背
景

に
、
昨
年
、
大
規
嗅
地

震
対
策
特
別
矯
置
法
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
一
口

に
い
え
ぱ
、
地
震
予
知

情
報
を
防
災
対
策
に
生

か
し
、
地
震
か
ら
、
わ

た
し
た
ち
の
生
命
を
守

り
、
財
産
の
被
害
を
少

な
く
し
よ
う
と
い
う
も

の
で

す
。

な
お
、
地
震
干
知
は
、

や
っ
と
実
用
化
の
メ
ド

が
つ
き
は
じ

め
た
段
階
で

あ
り
、

】
○
○
％
確
実
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

恐
ろ
し
い
地
震
の
災
害
を
少
し

て

も
防
ぐ
た
め
に
、
国
は
地
震
予

知
体
制
の
充
実
を
図
リ
な
が
ら
、

地
震

に
強

い
国
づ
く
り
を
目
ざ
し

て
い
ま
す
。

あ
の
人
こ
の
人

目

が
見
え
な
い
人
に
と
っ
て
点
字
は

読
む
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
て
だ
て
で

あ
る
が
、
大
波

キ
ミ
さ
ん
（
山
崎
字
沢

田
八
の
九
）
は
、
一
年
半
ほ
ど
前
か
ら

点
訳
奉
仕
を
続
け
て
い
る
。

い
ま
取
り
か
か
っ
て
い
る
の
は
小
説

「
浪
人
若
殿
」
。
こ
の
文
庫
本
一
冊
が
、

点
訳
す
る
と
七
眷
に
ふ
く
れ
上
が
る
。

『
続
き
を
待
っ
て

い
る
人
が
い
る
と
思

う
と
つ
い
熱
が
は
い
っ
て
や
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
』
と
ピ
ッ
チ
も
上

が
り
、

完
成
が
間
近

い
。

点
訳
奉
仕
を
始
め
た
き
つ
か
け
は
、

『
娘
が
掌
生
時
代
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

活
助
を
し
て

い
て
、
そ
の
娘
に
勧
め
ら

れ
て
…・
』
。
点
字
図

書
館
の
通
信
教
育

で
学
ぷ
こ

と
三
年
。
「
自
分
で
は
覚
え

た
つ
も
り
で
も
な
か
な
か
修
丁
証
番
が

も
ら
え
な
く
て
、
何
度
も
や
め
よ
う
と

思
っ
た
」
そ
う
で
あ
る
。

点
字
は
六
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ
で

一
つ
の
文
字
と
な
る
。
当
然
、
一
点
で

も
違
え
ば
表
す
言
葉
は
全
く
追
っ
て
く

る
。
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
字
は
。

五
十
音
の
ほ
か
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、

数
字
や
記
号
な
ど
百
字
は
越
す
。
通
信

教
育
が
始
ま
っ
て
最
初
の
一
年
は
、
与

え
ら
れ
た
問
題
に
え
ん
ぴ
つ
で
点
を
つ

く
っ
て
訳
し
。
点
字
図
書
館
で
添
削
し

て
送
り
返
す
。
こ
の
繰
り
返
し
。
地
味

で
孤
独
で
か
つ
根

気
が
い
る
。

一
番
苦
労
し
た

の
は

『
マ
ス
あ
け

を
覚
え
る
こ
と
』
。

マ
ス
あ
け
、
す
な

わ
ち
、
一
定
の
ル

ー
ル
に
従

い
言
葉

を
区
切
る
の
だ
が
、

点
字
は
す
べ
て
カ

ナ
な
の
で
こ
れ
が

い
い
加
減
で
は
意

味
が
通
じ
な
い
。

点訳奉仕を続けている

大波キミさん

ふ
だ
ん
の
備
え
と
心
構
え
が

災
害
か
ら
あ
な
た
を
守
り
ま
す
。



待
望
の
修
了
証

書
を
手
に
し
た
の
は

昨
年
の
三
月
。
こ
の
時
か
ら

『
点
訳
奉

仕
登
録
者
』
と
し
て
点
字
図
番
館
に
登

録
さ
れ
た
。
国
見
町
で
は
た
だ
一
人
。

「
点
訳
す
る
＊

は
図
書
館
の
方
か
ら
与

え
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
慣
れ
な
い
う

ち
は
疲
れ
て
一
日
に

Ｉ
ペ
ー
ジ
か
ニ

ペ

ー
ジ
が
や
っ
と
」
。
今
で
は
十
ペ
ー
ジ

は
こ
な
し
、
一
日
三
時

問
か
ら
五
時
間

は
点
訳
に
精
を
出
す
。
「
以
前
は
か
ら

だ
が
弱
か
っ
た
の
で
す

が
、
点
訳
奉
仕

を
始
め
た
ら
ず
っ

と
丈
夫
に
な
り
ま
し

た
」
。
ま
た
「
今
は
手
作
業
で
す
が
、

タ
イ

プ
だ
と
も
っ
と
早
く
で
き
る
の
で

今
度

タ
イ
プ
の
般
械
を
注
文
し
ま
し
た
」

と
意
欲
的
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
福
鳥
県
の
点
訳

奉
仕
登
録
者
は
九
十
七
人
（
伊
達
郡
で

は
六
人

）
。
う
ち
実
際
に
奉
仕
活
助
を

し
て
い
る
人
は
五
十
七
人
と
か
。
通
信

教
育
を
受
け
る
人
は
毎
年
二
百
人
以
上

も

い
る
の
に
最
険
ま
で
や
り
終
る
人
は

一
割
に
も
満
た
な
い
。
ま
た
、
資
格
は

取
っ
て
も
実
際
に
点
訳
奉
仕
を
し
て
い

る
人
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
。
大
波

さ
ん
は

そ
の
中
の
貴
重
な
一
人
で
あ
る
。
一
時

の
思
い
つ
き
の
気
持
で
は
絶
対
に
絖
か

な

い
こ
と
は
明
ら
か
。

「
年
に
一
回
、
点
訳
奉
仕
者

と
利
用

者
の
交
流
会
が
あ
り
、
今
年
も
九
月
に

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

話
を
聞
く
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
点
訳

本
が
足
り
な
い
で
す
ね
。
特
に
医
学
の

本
な
ど
専
門
的
な
本
の
希
望
が
多
い
よ

う
で
す
」
。

し
か
し
。
図
番
館
に
さ
え
も
専
門
的

に
点
訳
を
す

る
人
は
い
な
く
て
、
す
べ

て
大
波
さ
ん
の
よ
う
な
奉
仕
書
に
幀
っ

て

い
る
現
状
で
あ
る
。

点
訳
は
全
く
の
無
報
酬
。
タ
イ
プ
の

機
械
も
自
費
で
買
う
と
い
う
。
そ
れ
を

闖
い
て
今
さ
ら
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

方
々
の
善
意

に
お
ぷ
さ
っ
て
い
る
困
の

福
祉
行
政
の
お
粗
末
さ
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
。

大
正

十
三
年
四
月
十
五
日
生
ま
れ
。

９
月
2
0日
～
2
6日

動
物
愛
護
週
間

ネ
コ
プ
ー
厶
な
の
だ
そ

″`
で
す
が
、

ネ
コ
に
隕
ら
ず
助
物
た
ち
に
し
て
み
れ

ば
、
単
に
ブ
ー
ム
だ
か
ら
と
い
っ
て
飼

わ
れ
た
の
で
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

勅
物
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ブ
ー
ム
だ
か
ら
、
だ
れ
そ
れ
さ

ん
も
飼
っ
て
い
る
か
ら
Ｉ

と
い
っ
た

か
わ
い
い
か
ら
Ｉ

と
い
っ
た
よ
う
な

単
純
な
理
由
だ
け
で
助
物
を
飼
お
う
と

す
る
懇
慶
は
自
戒
し
た
い
も
の
で
す
。

最
後
ま
で
飼
う
Ｉ

終
生
飼
宵
－

と
い
う
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
、
そ
の

動
物
の
生
理
・
生
態
。
育
生
を
よ
く
理

解
し
て
正
し
い
飼
育
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
助
物
を
飼
う
場
合
は
、
家
族
全
員

で
よ
く
話
し
合
っ
て
、
賢
任
番
を
決
め

て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

九
月
二
十
日

～
二
十
三
日
は
「
動
物

愛
護
週
間
」
で
す
。

い
ま
一
度
、
わ
た

し
た
ち
人
間
と
勅
物
の
望
ま
し

い
関
係

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

愛
の

献
血
あ
り
が
と
う

国

見
町

農

協
に
感

謝
状

献
血
協
力
団
体
と
し
て

こ
の
ほ
ど
国
見
町
農
協
は
献
血
協
力

団
体
と
し
て
保
原

保
髄
所
畏
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

献
血
は
、
健

康
な
と
き
に
血
液
を
提

哄
し
合
う
助
け
合
い
の
精

神
で
成
り
立

っ
て

い
ま
す
。

国
見
町
農
協

は

献
血
皐
が
町

に
来

る
た
ぴ
に
職
場

ぐ

る
み
で
協
力
、
献

血
の
高
掲

に
一
役

を
柤
つ
て

い
ま
す
。

８

月

３

日

、
6
5

人

が

採

血

＠
一
般

朽
木
好
秋

伊
東
芳
子

高
檎
節
子

松
浦
惣
一
　

的
木
広
茂

佐
藤
重
男

吉
田
と
か
子

松
浦
新
一
　

廣
居
重
夫

柿
本
文
隆
　

渡
辺
自
李

森
林
寥
助

八
鳥
一

一
　

穐
月
辰
也

松
浦
正

行

佐
々
木
池
郎
　

齊
蒔
美
代
子

＠
国
見
電
子

八
舂
ト
シ
子

佐
藤
栄
子
　

渡
辺
ア
サ
子

片
平
マ
ス
エ
　

斎
藤
秀
子

鴨
田

福

石
帽
寫
典
子

高
檎
き
ぬ

大
槻
英
紀

赤
坂
裕
子

新
田
要

輔

吉
田
洋
子

安ｓ

美
代
子
　

小
林
マ
チ
子

鈴
木
博
子

橢
村
け
い
子

氏
掌
春
美

佐
藤
弘
子

赤
坂
は
る
い
　

菅
町（

ル
子

新
村
京
子

大
津
弘
美

＠
国
兄
町
農
協

并
砂
事
代
子

佐
藤

力
　

古
山
ト
キ
子

阿
部
隆
夫

一`
野
！

郎

斎
藤
靖
子

＠

東
北
三
山
梢
機

松
原
旦
昌

秦

英
之

石
川
定
良

案

膊
之

半
沢

弘

阿
部
明
子

＠

清
水
製
作
所

佐
藤
昌
子

阿
部
正
一
　

桑
鳥
敏
子

曳
地
す
み
え

石
川
紀
夫

佐
藤
信
正

八

鳥
征
雄

小
暮

功

佐
康
幸
夫

渡
辺
珊
夫

＠
国
見
町
役
鳩

国
分
次
雄

佐
藤
弘
利

佐
久
閾

正

羽
槙ｍ

章
司

菅
野
信
朗

池
田
ト
ミ
ヨ

菊
地
富
子

奥
山
陽
夫



公
民
館
だ
よ
り

８
月
2
4～
2
6日
に
か
け
て
催
さ
れ
た

富
士
登
山
に
は
3
2名
が
参
加
、
み
ん
な

元
気
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

父
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う

西
大
枝
　
小

林

ト
キ
（
5
2
）

町
公
民
館
主
催
の
富
士
登
山
の
募
集

が
あ
り
。
原
町
部
落
か
ら
も
男
女
七
名

が
参
加
し
た
。
私
は
体
力
も
な
い
の
で

無
理
か
と
思
っ
た
が
、
主
人
と
一
緒
な

ら
ど
う
に
か
登
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

希
望
を
も
っ
て
八
月
二
十
四
日
午
後
六

時
、
み
ん
な
。と
一
緒
に
バ
ス
に
柴
っ
た
。

寥
の
中
で
は
あ
ま
り
眠
れ
な

い
ま
ま
に

こ
十
五
日
午
前
二
時
、
富
士
五
合
目
に

着

い
た
。
休
む
暇
も
な
く
仕
慶
を
し
て

二
時
半
い
よ
い
よ
登
山
開
始
。
外
は
風

が
冷
た
か
っ
た
が
歩
く
と
汗

ば
ん
で
く

る
。
六
合
目

に
は
苦
も
な
く
着

い
た
が

七
合
目
。
八
合
目
の
明
り
は
見
え
て
も

だ
ん
だ
ん
道
は
険
し
く
、
岩
場
が
続
き

な

か
な
か
登

れ
な

い
。
少
し
登
っ
て
は

休
み
ま
た
登
る
。

い
つ
の
間

に
か
み
ん

な
と
離
れ
て
し
ま

い
主
人
と
二
人
に
な

っ
て
し
ま
う
。

八
合
目

あ
た
り
か
ら
明
る
く
な
り
始

め
た
。
ふ
と
上
を
見
る
と
頂
上
ま
で
赤

齊
黄
色
の
花

が
咲

い
た
よ
う
な
列
、
は

る
か
眼
下
を
見
下
ろ
せ
ば
白

い
雲
が
、

湖
が
、
は
っ
き
り
と
見
え

る
す
ば
ら
し

い
な
が
め
だ
。
ま
た
足
を
連

ぶ
。
で
も

脚
は
苦
し
く
気
分
も
悪
く
な
る
。
な
か

な
か
前
に
遮
ま
な

い
。
主
人
が
兇
か
ね

て
私
の
リ
ュ
ッ

ク
ま
で
背
負

っ
て
後
押

し
を
し
て
く
れ
る
。「
新
婚
旅
行
か
い
」

な
ど
と
冷
や
か
さ
れ
た
り
、
八
巻
さ
ん

に
「
が
ん
ば
っ
て
」
な
ど
と
励
ま
さ
れ

一
歩
一
歩
ゆ
っ
く
り
登
る
。

主
人
が
突
然
「
頂
上
だ
ぞ
」
と
叫
ん

だ
の
で
前
を
兇
た
ら
山
頂
の
鳥
居
が
す

ぐ
目
の
前
に
あ
っ
た
。
本
当

に
頂
上
に

着
い
た
の
だ
と
思
っ
た
瞬
間
胸
が
然
く

な
り
、
主
人
の
協
力
が
な
か
っ
た
ら
こ

こ
ま
で
は
登
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い

か
と
思
っ
た
。
時
針
は
八
時
五

分
を
さ

し
て

い
た
。

さ
っ
そ
く
頂
上

の
洩
間
神
社
に
お
参

り
し
て
無
事
登
頂

の
お
礼
を
申
し
上
げ
。

富
士
山
観
測
所

、
火
口
も
兒
て
回
っ
た
。

そ
し
て
。
こ
こ

が
日
本
一
の
富
士
山
な

の
だ
な
あ
、
や
っ
ぱ
り
登
っ
て
よ
か
っ

た
と
喜
び
に
ひ

た
り
な
が
ら
み
ん
な
と

一

緒
に
下

山
の

途
に
つ

い
た
。
最
陳
に

富
士
登
山
の
み

な
さ
ん
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
父
ち
ゃ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

こ

の
経

験
を
生

か
し

て

西
大
枝
佐
藤
真
由
美
　
2
4

八
月
一
一
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

公
民
館
主
催
の

富
士
登
山
が
行
わ
れ
、

一
度
は
登
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

登
山
の
経
験
は
一
度
病
院
の
方
で
安

遠
太
良
山
に
登
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
真

夜
中
に
登

る
の
は
心
綱

か
っ
た
け
ど
多

勢
だ
し
、
そ
し
て
、
病
院
で
夜
働
し
て

い
る
つ
も
り
で
登
り
始
め
た
。
日
頃
の

連
助
不
足
の
た
め
か
六
合
目
か
ら
七
合

目
近
く
で
も
う
足
が
助
か
ず
。
苦

し
く

な
り
、
噴
上
ま
で
登
れ
な
い
と
思

い
。

登
る
の
を
断
念
し
よ
う
と
思
っ
た
。
で

も
年
輩
の
方
た
ち
に
負
け
た
く
な
い
と

い
う
意
地
と

。絶
対
に
頂
上
ま
で
登
る

寛
悟
で
き
た
ん
だ
ろ
』冫

と
友
建
に
な

っ
た
人
達
に
励
ま
さ
れ
、
再
度
登
り
始

め
た
。

本
当
に
こ
の
苦
し
み
は
登
っ
た
経
験

の
あ
る
人
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の

だ
。
途
中
で
両
下

肢
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

て
も
ら
っ
た
り
、
荷
物
を
持
っ
て
も
ら

っ
た
り
し
た
。
し
か
し
、
八
合
目
過
ぎ

て
か
ら
は
軽
い
荷
物
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
、
足
の
痛
み
も
と
れ
、
呼
吸
も
苦

し
く
な
く
頂
上

に
無
事
た
ど
。り
つ
く
こ

ど
が
で
き
た
。

登
る
の
に
七
時
間
近
く
か
か
っ
た
け

ど

。
友
速
と
励
ま
し
合

い
な
が
ら
登
っ

た
苦
し
く
そ
し
て
楽
し
か
っ
た
こ
の
時

間
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

今
、
欟
場
に
も
ど
り
、
こ
の
登
山
の

苦
し
み
は
ひ
と
時
だ
っ
た
け
ど
、
患
者

さ
ん
達
は
毎
日

く

が
病
気
と
の
闘

い

で
入
院
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
考
え
る
と
阿

と
も

い
え
な
い
気
持
だ
。

こ
の
登
山
で
学
ん
だ
こ
と
が
ら
を
生
か

し
て
、
楽
し
く
入
院
生
活
を
お
く
れ
る

よ
う
援
助
し
て
あ
げ
た
い
。

最
後
に
、
二
慶
と
こ
ん
な
つ
ら
い
山

登
り
を
す
る
も
の
か
と
思
っ
た
け
ど
、

畤
が
た
つ
に
つ
れ
も
う
一
度
登
っ
て
み

た
い
と
思
う
の
だ
。
全
く
不
思
議
な
も

の
で
あ
る
。
今
回
の
登
山
に
参
加
し
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
自
分
白
身
の
勉
強

に

な
っ
た
し
、
よ
か
っ
た
と
思
う
。
参
加

さ
れ
た
み
な
さ
ま
、
い
ろ

い
ろ
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
学
級
だ
よ
り

宿
泊

研

修

会

伊
東
み
ど
り

八
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
二
日
関

公
民
館
で
宿
泊
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
は
掌
級
の
年
間
行
事
の
一
つ
で
、

宿
泊
を
通
じ
て
観
睦
と
友
情
を
深

め
よ

う

と
す
る
も
の
で
、
今
年
は
二
十
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

午
後
七
時
集
合

。
七
時
半
か
ら
外
で

花
火
を
し
、
線
香
花
火
や
打
ち
上

げ
花

火
を
少
し
ず
つ
…
…
…
。
終
る
頃
は
み
ん

な
で
ろ
う
そ
く
を
囲
ん
で
線
香
花
火
に

火
を
つ
け
て
…
…
…
そ
れ
を
見

て
い
て
、

夏
の
終
り
を
感
じ
ま
し
た
。

八
時
か
ら
は

ゲ
ー
ム
と
フ
イ
ル
ム
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
映
画
を
見

て
話
し
合
い
「

そ
の
あ
と
も
、
何
組
か
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て

。
今
ぶ
つ
か
っ
て

い
る
悩
み

や
疑
問
な

ど
夜
の
更

け
る
の
も
忘
れ
て

話
し
合

い
が
続
き
ま
し
た
。

次
の
日
は
外
で
奉
仕
作
業
の
予
定
で

し

た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、
公
民
館

の
中
を
掃
除
し
ま
し
た
。

こ
の
二

日
間

の
宿
泊
研
修
を
終
え
、

友
達
が
い
る
つ

て
こ
と
は
い
い
こ
と
だ

と
思

い
ま
し
た
。
み
ん
な
と
一
緒

に
い

る
と
何
か
し
ら
お
し
え
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
十
一
月
に
再
び
予
定
さ
れ

て

い
る
そ
う
で
す
が
。
ま
た
出
て
み
た

い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

国 見町 公民館

電2  6 7 6
話 南 4 ｰ 5 6



私
の
出
会
っ
た
本

川
内
　
鈴
木

キ
ミ
（
4
1
）

主
人
も
わ
か
っ
て
い
る
の
で
何
も

酋

わ
な
い
し
、
そ
れ
に
甘
え
て
い
る
私
な

の
か
も
知
ら
な
い
が
、
若

い
時
の
く
せ

が
今
だ

に
抜
け
な
い
で
、
結
婚

し
て
か

ら
も
一
丁

三
冊

の
本
を
枕
も
と
に
置
き
、

そ
れ
を
読
ん
で
寝
る
の
が
私
の
日
課
で

あ
る
。

私
の
本
と
の
出
合
い
と
い
え

ば
、
小

学
校
に
入
学
し
た
時
の
教
科
書
が
初
め

て
の
よ
う
な
訊

が
す
る
。
そ
れ
で
も
一

番
印
象
深

く
、
私
を
本
の
虫

に
し
た
の

は
小
学
三
年
生
の
国
語
の
本
の
中
に
あ

っ
た

『
ど
こ

か
ら
米
だ
の
、
海
か
ら
来

た
の
、
お
皿
に
の
っ
て
い
る
お
魚
』
と

い
う
ほ
ん
の
短

い
一
節
の
詩
で
あ
っ
た
。

広
い
海
で

ゆ
う
ゆ
う
と
泳

い
で
い
る
魚
、

そ
し
て
か
わ

い
い
勣
勧
の
姿
、
風
、
雲

と
次
か
ら
次
へ
と
躇
り
合
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
と
知
っ
て

か
ら
だ
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
。
ア
ン
デ
ル

セ
ン
童
話
、
北
原
白
秋
、
グ
リ
ム
竃
話
、

鳥
崎
藤
村
、
そ
し
て
ス

タ
ン
ダ
ー
ル
の

「
赤
と
凧
」
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
戦
争
と

平
和
」
や

『
ア
ン
ナ

ー
カ
レ
ー
ニ
ナ
』

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
「
罪
と
罰
」
パ

ー

ル
バ
ッ
ク
の
「
大
地
」
と
、
読
み
あ
さ

っ
た
。

こ
の
「
大
地
」
を
諛
ん
だ
の
は
十
そ

歳
の
時
だ
っ
た
。「
一
家
は
終
り
だ

ぞ
、

土
地
を
売
り
始
め
た
ら
。
わ
し
ら
は
土

地
か
ら
生
ま
れ
て
土
地
に
帰
ら
ね
ば
な

ら
ん
の
だ
。
土
地
を
持
っ
て
い
れ
ば
生

き
て
い
ら
れ
る
。
土
地
を
奪
え

る
も
の

は
誰
も

い
な
い
」
。

土
地
を
発
る
と
い
う
息
子

遠
に
そ
う

筥
っ
て
身
を
か
が
め
て

Ｉ
鎧
り
の
土
を

に
ぎ
っ
て
い
る
、
土
地
に
紂
し
て
の
す

さ
ま
じ
い
餓
念
の
王

龍
が
目

に
浮
か
ぷ
。

そ
れ
か
ら
、
女
の
あ
ら
ゆ
る
射
さ
と

お
ろ
か
さ
を
そ

な
え
て
い
る
「
戦
争
と

平
和
」
の
中

の
ナ
タ
ー
シ
ャ
。

私
は
こ
れ
ら
の
巾
の
主
人
公
違
か
ら

人
間
の
お
ろ
か
さ
、
生
き
る
む
ず
か
し

さ
を
学
び
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
生

き

る
よ
ろ
こ
び
も
知
っ
た
。

本
当
に
今

ま
で
数
多
く
の
本
を
読
ん

で
き
た
。
蹐
む
こ
と
に
よ
り
私
自
身
が

大
き
く
養
わ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
す

る
。
良

い
本
は
何

ら
か
の
形
で
心
に
残

る
の
で
子
供
達
に
も
多
く
跿
ま
せ
て

い

き
た

い
と
恩

う
。

現
在
私
は
公
民
館
か
ら
月
二
回
＊

を

借
り
て
統
ん
で
い
る
。
そ

れ
が
私
の
唯

一
の
楽
し
み
で
あ
る
の
で
ず
っ
と
続
け

て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
る
。

吉

田
　

吉

夫

さ

ん

（
3
0

）

恵

子

さ

ん

（
2
5

）

森

山

字

西

新

田
2
1
の

１

長
男

貴
宏
ち

ゃ
ん

（
二
歳
ご
１ヵ
月
）

《
家
族
》

祖
母
、
両
親
、
夫
婦
、
子
ど
も
一
人

－

士

結
婚
し
た
の
は
昭
和
五
十
一
年
四
月

桜
の
季
節
に
。

子
ど
も
は
苦
手
だ
と
言
っ
て
い
た
お

父
さ
ん
も
。
今
で
は
タ
カ
ヒ
囗
、
タ
カ

ヒ
囗
と
子
ぼ
ん
の
う
ぷ
り
を
発
揮
。
す

っ
か
り
父
さ
ん
つ
子
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
…
…
…
。
し
か
る
の
は
マ
マ
だ
け
、
損

な
役
。
で
も
寝
顔
を
見
て
い
る
と
疲
れ

も
ふ
っ
と
び
そ
う
。

（

タ
カ
ヒ
囗
よ
り
）

パ
パ
、
マ
マ
、
毎
日
お
し
ご
と
ご
く

ろ
う
さ
ん
。
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば

っ
て
ネ
。
ポ
ク
お
り
こ
う
に
し
て
い
る

か
ら
ね
。

あ
つ
か
し
俳
句
会

昭
和
五
十
四

年
八
月
二
十
五
日

大
い
な
る
向
日
葵
活
け
て
終
戦
忌
　
　

奥
山

甲
二

白
南
風
や
犬
吠
岬
の
虚
子
の
句
碑
　
　

斎
藤
黄
鶴
楼

婦
鳴
く
や
色
即
是
空
葬
終
る
　
　
　
　

熊
田
　
一
陽

片
蔭
を
拾
い
歩
み
て
老
を
知
り
　
　
　

藤
田

聊
術

浴
衣
普
の
裾
が
気
に
な
る
温
泉
宿
か
な

野
村
た
か
し

白
地
着
て
妻
の
起
居
の
あ
ら
た
ま
り
　

八
巻

正
雄

山
の
蟇
送
り
火
一
ッ
ひ
と
つ
消
え
　
　

佐
久
間
山
月

初
物
を
供
え
て
く
れ
と
西
瓜
か
な
　
　

須
田

泰
山

摺
上
の
瀬
音
た
か
ま
り
葛
の
雨
　
　
　

奥
山

雨
田

宿
に
着
き
カ
ナ
カ
ナ
の
啼
く
一
附
か
な

小
野
寺
蔦
水

人
の
世
の
事
に
は
触
れ
ず
山
の
萩
　
　

阿
部

亭
司

顔
に
手
に
日
を
浴
び
子
等
の
西
瓜
罰
り

阿
郎
し
げ
を

朝
顔
の
日
毎
卩
数
え
て
茶
の
う
ま
し
　

佐
藤

国
楓

あ
つ
か
し
の
夜
汽
車
の
青
も
す
で
に
秋

羽
賀

え
い

す
い
と
ん
を
炊
い
て
八
月
十
五
日
　
　

角
田

昭
子

新
盆
や
灯
を
細
う
し
て
子
等
は
酌
む
　

熊
坂

き
よ

夫婦なかよく

さくらんぼ学級生　 一最終会－

さくらんぱ学級とは、

公民館を中心とした若

い夫婦の集まりです。



９月　長月｛ながつ き｝
0 ｰ 6 日・第 回国 民体育大会

夏期大会ｰ  ｰ 9 日富崎

県で）
020 日・勅勧量傭 遇間
02 ｰ ・秋の餓岸入り・秋の

全圃文通安 全屬勅・穗
硬蜀生還闕

024  日 ・ 秋分の日・帖椢予防
自圜

10月　神無月（かんなづき）

Ｏ１日・世 界法の日・赤い羽
位共岡募會始 まる

0 ｰ 0 日・休胄の日・目の量揖

デー
0 ｰ 4 日 ・鉄道妃念|､I

秋の楝lj毛 夏には．毛毋

細胞を衰えさせる原因 がいろ
いろあります．皮･●の分泌が

盛んですと毛穴がつ まりやす
いですし、魯さや不快 がスト
レ スとなって白律の機能が乱

れると．毛細血菅の● きが霧
ち．毛毋細胞の栄賢供紬がＳ
くなります．強すぎる日射や
寰バテによる栄養障書もよく

ありません．こうＬ たことが
重なって．夏の盛りに毛毋繼IS

の1＆勦 が止まると．１－６

週間の退化期を経て、９月の
畛りごろ から毛技は休止朗l二

人り 数 け毛がｇ立つようl二
なるわ11です． 秋の披11 毛は
病的 なものではあり ません．
寂長朋の毛は搶11 ませんが．

退化陶に入った毛は自然と抜
け薦ちるものです．

心配ごと相談日

鳩所：役場宿直室

時間：９時～12畤

こまったことや心配ごとがあり

ましたらお気軽にご相談下さい。

秘密は絶 対に守ります。

〔相　 談　 員 〕

９月25 日（火 ）吉 田 忠 吉

黒 田　ヒ　 ロ

10月５日（金）吉 田 正 雄

吉 田　 とし子

10月15日（月）阿 部 俊 恒

牧 野 容 子

10月25日（木）佐 野 市 郎

大和田 与志江

夏の夜空をいろどる花火大会は１万人の

人でにぎわった

は
っ
ぴ
姿
も
か
わ
い
い

子
ど
も
夏
祭
り

毎
年
八
月
二
日
は

国
見
町
の
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
花
火
大
会

が
催
き
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
も
う

】

つ
子
ど
も
御
輿
（
み

こ
し
）
が
出
現
。
人

気
を
集
め
ま
し
た
。

八
月
二
日
は
観
月
台
公
園

に
あ
る
富

士
神
社

の
祭
礼
に
あ
た
り

。
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
花
火
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
以
外
と
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、

か
つ
て
は
盛
大
に
御
輿
渡
卿
（
み
こ
し

と
ぎ
よ
）
も
行
わ
れ
て

い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
た
だ
祭
り
の
儀

式
が
行
わ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
ず
、
町
商

工
会
宵
年
部
で
は
「
こ
れ
で
は
さ
み
し

い
。
ぜ
ひ

わ
れ
わ
れ
で
御
輿
を
復
活
さ

せ
よ
う
で
は
な

い
か
」
と
。
子
ど
も
た

ち
を
中
心
と
し
た
夏
祭
り
が
針
画
さ
れ

ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
夏
祭
り
実
行
委
員
会
を
編

成
、
古

く
な
っ
て
い
た
御
輿
の
修
理
．

ｆ

ど
も
遠
の
参
加
募
集
、
寄
付
集
め
な

ど
に
ほ
ん
走
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

御
輿
の
ほ
か
に
樗
｛

た
る
｝
御
輿
四

騎

を
つ
く
り
、
百
人
の
子

ど
も
遠
が
そ
ろ

い
の
は
っ
ぴ
で
日
抜

き
通
り
を
ね
り
歩

き
。
祭
り
の
気
分
は
最
高
潮
で
し
た
。

実
行
委
員
長
の
家
海
林
一
樹
さ
ん
は

「
子
ど
も
夏
祭
り
は
初
め
て
の
試
み
で

お
金
も
か
か
り
、
ま
た
事
故
防
止
に
も

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。
で
も
み

な
さ
ん
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
人
成
功

で
す
。
こ
れ
か
・
り
も
毎
年
続
け
、
子

ど

も
違
が
胯
ち
遠

し
く
な
る
よ
う
な
夏
祭

り

に
肓
て
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
お

り
ま
し
た
。

秦
助
役
、

ミ
ス
ピ
ー
チ
を
激
励

八
月
十
七
日

、
案
助
役
は
国
見

サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
上
り
線
を
訪
問
、
佻
売
り

を
応
援
に
来
た
ミ
ス
ピ
ー
チ
を
激
励
し

て
き
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
ち

ょ
う
ど
帰
省
客
の
Ｕ
タ
ー
ン
族
で
大
に

ぎ
わ
い
で
利
用
者
は
一
日
一
万
人
。
一

箱
三
キ
ロ
詰
の
桃
が
飛

ぶ
よ
う

に
充
れ
、

五
人
の
ミ
ス
ピ
ー
チ
は
汗
だ
く
で
応
対

し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
5
4
年
版

県
民
手
帳
と

福
島
県
の
す
が
た

申
し
込
み
受
付
中

各
部
落
長
さ
ん
を
と
お
し
た
回
覧
で

も
お
わ

か
り
と
思
い
ま
す

が
、
た
だ
今

昭
和
五
十
五
年
版
『
福
鳥
県
民
手
帳
』

と
「
福
鳥
県
の
す
が
た
」
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
一
人
一
冊
、

一
家
に
一
部
ぜ
ひ
お
そ
ろ
い
く
だ
さ
い
。

県
民
手
帳

・
使

い
や
す
い
口
記
編

・
最
新
の
豊
富
な
統
針
資
科

人
口
、
商
工

農
業
、
財
政
、
社
会

指
標
な
ど

・
日
常
生
活

に
役
立
つ
溲

覧

郵
便
番
号
、
県
内
市
外
局
番
な
ど

惜しむ



楽
し
か
っ
た

キ
ャ
ン
プ
の
集
い

霊
山
湧
水
の
里

八
月
二
十
二

上

一
十
三
日
、
キ
ャ
ン

プ
の
集
い
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
参

加
し
た
の
は
男
｝二
人
、
女
四
人
、
そ
れ

に
公
民
館
職
員
の
方
が
来
て
く
れ
ま
し

た
。食

事
の
し
た
く
は
女
子
の
仕
事
で
し

た
。
し
か
し
火
が
な
か
な
か
燃
え
に
く

く
、
燃
え
て
も
灰
が
宙
を
舞
っ
て
、
灰

の
入
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
に
お
か
ず
、

お
汁
で
し
た
。
で
も
だ
れ
も
文
旬
も
い

わ
ず
お
か
お
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

夜
、
待
望
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

で
す
が
、
木
が
し
め
っ
て
い
て
な
か
な

か
燃
え
て
く
れ
な
く
残
念
で
し
た
。
で

も
み
ん
な
そ
の
ま
わ
り
で
歌
を
う
た
い

楽
し
く
夜
は
ふ
け
て
い
っ
た
の
で
す
。

テ
ン
ト
に
は
い
っ
て
か
ら
も
み
ん
な
寝

つ
か
れ
ず
ワ
イ
ワ
イ
話
を
し
た
り
し
て

結
局
眠
っ
た
の
は
最
高
の
人
で
二
時
間

で
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
に
行
く
ま
で
い
ろ
ん
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
て
中
止

に
な
り
そ
う
だ
っ
た
し
、
行
く
途
中
の

道
で
他
の
搴
が
川
に
落
ち
て
回
り
道
を

し
た
り
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
普
い
た
の
は

午
後
三
時
に
な
り
そ
れ
か
ら
昼
食
の
用

意
や
テ
ン
ト
張
り
、
そ
の
時
は
大
変
だ

な
と
思
つ
だ
け
ど
、
今
思
い
出
し
て
み

る
と
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
。
久
し

ぶ
り
に
友
達
と
も
じ
っ
く
り
話
せ
た
し

男
の
人
た
ち
の
作
つ
た
み
そ
汁
も
お
い

し
か
っ
た
し
何
も
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
日
程
が
運
か
っ
た
の
で
、

早
い
時
期
に
や
れ
ば
も
っ
と
多
く
の
人

が
参
加
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

役
場
庁
舎
の
上
棟
式

町
役
場
改
築
工
事
は
十
月
末
完
成
を

目
ざ
し
て
順
調
に
進
み
。
八
月
二
十
四

日
、
無
事
上
棟
式
を
終
え
ま
し
た
。

昨
年
の
宮
城
県
沖
地
震
で
痛
め
つ
け

ら
れ
た
庁
舎
は
、
国
か
ら
の
災
書
似
旧

事
業
の
融
資
を
受
け
て
改
築
が
決
定
、

昨
年
の
十
月
に
着
工
さ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
上
棟
式
に
は
町
長
を
は
じ
め
議

会
。
工
事
関
係
書
な
ど
約
五
十
人
が
出

席
、
十
月
末
の
完
成
を
待
つ
ば
か
り
と

な
り
ま
し
た
。

○
羽
根
善
助
さ
ん
（
駅
前
）

－

明
治
学
級
に
一
万
円

社
会
福
祉
協
誦
会
へ

Ｏ
国
見
町
理
容
奨
容
親
睦
会
　

一
万
円

カ
プ
プ
ル
誕
生

七
月
中
に
届
け
ら
れ
た
方

氏
　

名
　

部

落

佐
野

義
之

第

七

渡
辺
　
秋
江

福
鳥
市

八
月
中
に
届
け
ら
れ
た
方

氏
　

名
　

部

落

吉
田
　
良
韲
　
山
崎
舘

佐
鐇
　
博
子

福
島
市

・
価
格

三
百
円

福

鳥
県
の
す
が
た

’
県
の
最
新
版

地
図

１
一
が
（
七
色
巒

・
県
勢
を
カ
ラ
ー
印
刷
で
図
表
化
し
て

見
や
す
い
。

・
各
市
町
村
ご
と
の
統
針
資
料
が
一
目

で
わ
か
る
。

・
折
り
た
た
み
で
使

い
や
す
い

・
価
格
　

二
百
円

申
し
込
み
先

役
場
企
画
課

廿
公
一
二

一
一
有
四
一
七
五

申
し
込
み
し
め
切
り

九
月
二
十
日

善
意
の
窓

ゆく夏を

暑さにも負けず元気いっぱいにねり歩く

夕食のおかずは何かな ？

公立藤田 総合病院
移 築10 周年 記 念

文　 化　 講　 演　 会

講 師　 三 国 一 朗 （放送 タレ ント ）

と　き ９月29日（土）午後２時
ところ 国見町福祉センターニ階大ホール

入場無料　多数ご来聴ください
主　催　公立藤田総合病院
後　援　国見町教育委貝会



お 知 ら せ

昭和54年 就業構造基本調査

就
業
構
造
基
本
調
査

に
ご

協
力

を

総
理
府
統
針
局

と
福
鳥
県
で
は
、
十

月
一
日
現
在
で
九
回
目
の
就
業
構
造
基

本
躙
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

国
民
の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
種
々

の
側
面
か
ら
畔
細
に
と
ら
え

る
も
の
で

雇
用
・
失
業
対
策
を
は
じ

め
と
す
る
諸

施
策
立
案
の
た
め
の
基
本
統
計
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
、
鳥
取
。
山
崎
北
、
駅
前
、

大
町
南
、
貝
田
、
並
柳
の
六
地
区

が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
十
月
初
め
に
、
統
針

調
査
員
が
各
地
区

の
飼
査
対
象
と
な
っ

た
世
帯
を
お
訪
ね
し
て
、
調
査
票
の
紀

入
を
お
麟

い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

新
有
権
者
の
感
想
文
募
集

自
泊

省
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
で

は
斬
有
権
者
の
感
想
文
を
募
集
し
て

い

ま
す
。
斬
有
噂
者
と
し
て
の
心
構
え
や

選
峯
を
経
験
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
地

方
自
治
や
国
政
へ

の
参
加
に
つ
い
て
感

じ
た
こ
と
を
二
千
字
｛
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
五
枚

｝
以
内

に
ま
と
め
て
く
だ
さ

い
。
応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

応
募
資
格

昭
和
丿
不

四
嶇

一
月
一
日
か
ら
昭
和
　

一
ニ
ト
五
年
卜
二
月
三
ト

ー
日
ま
で
の
　

間
に
生
ま
れ
た
も
の

応
募
期
間

昭
和
五
十
四
年
九
月
一
日
（
日
）
か
　

ら
十
月
三

十
一

日
｛

水
｝
ま
で

提
出
先

福
鳥
市
杉
妻
町
二
番
一
六
号

福
鳥
県
選

挙
管
理
委
員
会

そ
の
他

く
わ
し
い
こ

と
は
福
島
県
選
挙
管
理
　

委
員
会
（
ａ

福
鳥
ニ

ー

一
一
一

こ
　

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

詩
吟
の
会
会
員
募
集

吟
友
会

斯
し
く
詩
吟
の
会
と
し
て
「
吟
友
会

」

が
艇
生
し
ま
し
た
。
流

派
に
こ
だ
わ
ら

な

い
朗
詠
法
で
や
り
ま
す
の
で
楽
し
み

な
が
ら
覚
え
ら
れ
ま
す
。
年
齢
・
性
別

に
関
係
あ
り
ま
せ
λ
か
ら
ど
な
た
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

け
い
こ
日

毎
週
土
曜
日
、
甼
陵
七
時
半
か
ら
九

時
半
ま
で
（
た
だ
し
第
三
土
曜
日
は

休
館
日

に
つ
き
金
曜
日

に
繰
上

げ
）

申
込
場
所

町
公
民
館
（
Ｓ
二
六
七
六
）
ま
た
は

須
田
泰
山
（
廿
二
二
五
こ

佐
藤
寅

一
（
Ｓ
二
五
二
七
）
ま
で

自
衛
官
を
募
集

た
だ
い
ま
防
衛
庁
で
は
、
特
別
職
国

家
公
務
員
二
等
陸
海
空
士
自
衛
富
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▽
初
任
級

八
万
五
予
八
百
円

▽
年

齢

十
八
歳
～
二
十
五
歳

※
く
わ
し
く
は

自
衛
隊
福
島
募
集
事
務

所
｛
魯
福
鳥
四
六
一

一
九
二
〇

｝
ま

た
は
役
場
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

福
島
電
報
電
話
局
か
ら

電
電
公
杜
で
は
、
地
震
や
台
風

な
ど

の
災
書
に
よ
り
電
話
が
不
通
に
な
っ
た

場
合

で
も
、
特
に
お
急
ぎ
の
通
話
を
確

保
す
る
た
め
次
の
場
所
に
孤
立
防
止
用

無
穣
電
購
機
（

有
料

）
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
お
役

立
て
下
さ
い
。

な
お

。
電
話
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は

防
災
関
係
機
関
等
の
通
話
を
優
先
し
ま

す
の
で
。
場
合

に
よ
っ
て
は
通
話
時
間

を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
噸
い
ま
す
。

孤
立
防
止
用
無

線
電
話
機
の
設
置
鳩
所

命

国
見
町
役
場

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

八

月

中
に

届

け

ら
れ

た
方

（

敬
称

略

）

父
　

の
　

名

子

の

名
　

価

落

八

魯

英

男

健

志

第

七

安

孫

子

和

夫

真

也
　

山
崎
小
舘

濱

辺

良

雄

敏

行

太

田

川

井

砂

善

栄
　

聡
　

北

部

鈴

木

文

雄

裕
　

一
　

築

館

林
　

栄

一
　

優

美

子

泉

田

中

鯲

久

間

軻

男

郁

恵

第

十

二

高

橋

仁

一
　

由

美

内

谷

東

大

沼

重

好

重

成

貝

田

沖

野

道

夫

智

史
　

瘴

水
山
西

後

藤

宰

信

奉

恵

濘

罘
山
西

佐

久

間

利

信

紀

明

鶉

町

星

野
　

廣
　

彰
　

光

明

寺

菅

原

正

志

隆

志

潭
宗

山
北

一

佐

藤

幸

夫

由

実
　

潭
水

山
北

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

八

月
中

に

届

け
ら

れ

た
方

（

敬

称

略

）

氏
　

名
　
　

年

齢
　

齢
　

落

吾

妻

カ

ツ

ヨ
　
6
9
　

第

三

高

擒

泰

治
　
7
7
　

旃

十

一

加

藤

ワ

キ
　
7
6
　

光

明

寺

山

田

キ

ノ
　
6
8
　

錦

町

松

浦

勝

美
　
3
1
　

築

舘

編
集
日
記

Ｏ
空
気
が
さ
ら
り
と
肌
に
心
地
よ
く
、

サ
ル
ビ
ア
の
燃
え
る
よ
う
な
赤
が
目
に

し
み
る
。
も
う
ま
ぎ
れ
も
な
く
秋
‐

。

ス
ポ
ー
ツ
に
。
芸
術
に
。
こ
れ
か
ら
十

一
月
ま
で
秋
の
行
事
が
続
い
で
い
る
。

○
今
秋
の
わ
が
国
最
大
の
関
心
事
は
い

う
ま
で
も
な
く
衆
議
院
議
員
総
選
挙
。

八
十
年
代
の
日
本
を
方
向
づ
け
る
大
切

な
選
挙
で
あ
る
。
し
か
し
、
遡
挙
の
た

ぴ
に
札
束
が
乱
れ
飛
び
、
金
槍
政
治
が

後
を
断
た
な
い
。
今
の
世
の
中
は
、
真

面
目
で
善
良
な
庶
民
だ
け
が
狽
を
す
る

よ
う
に
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

○
一
年
半
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き
た

さ
く
ら
ん
ぽ
掌
級
生
は
今
回
で
終
り
と

な
る
。
結
婚
五
一

六
年
か
ら
新
婚
ホ
ヤ

ホ
ヤ
ま
で
さ
く
ら
ん
ぼ
の
ご
と
く
二
つ

で
一
つ
。
取
材
に
行
く
た
び
に
、
ヒ
ト

リ
モ
ノ
と
し
て
は
う
ら
や
ま
し
い
限
り

で
あ
っ
た
ミ
・
。

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　

第
三
期
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